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概要
z~2のサブミリ波で明るい5つの QSO 周囲におけるSMG面密度超過の報告。

・QSO周囲でも星形成活動の集中が示唆された
・電波銀河周囲のSMGsよりも星形成活動は弱い傾向であった



背景

SMGが集まっているhigh z原始銀河団領域の指標
＝高密度領域？
＝巨大銀河形成が起こっている？
＝巨大BHが存在する？
＝AGNが存在する？

幾つかの例
・電波銀河(e.g. Ivison et al. 2000; Kurk et al. 2000; Pentericci et al. 2000; Smail et al.

2003; Stevens et al. 2003; De Breuck et al. 2004; Greve et al. 2007; Venemans et al.
2007)
・QSO周囲(Stevens et al. 2004; Priddey, Ivison & Isaak 2008)

=> concentrated on extreme objects, those with the highest luminosities and at the
highest redshifts

typical QSOsではどうか？

SMGナンバーカウント、星形成活動を電波銀河やextreme QSOsと比較。



サンプル
・ 1.7 < z < 2.8のサブミリ波で明るいQSO
・Hard X ray selected QSOs
・計5天体領域

観測
・SCUBA/JCMT 450 & 850 um
・64 point Jiggle mapping 2波長同時観測
・各々~5arcmin^2、計28.4arcmin^2
・Spitzer IRAC 4.5 & 8.0 um/ MIPS 24 um



結果：カタログ抽出

850 um(SHADESと同じ抽出基準)
・S/N > 2
・> 0mJyの事前確率分布>95%
・計21天体(QSO 4つ)

450 um
・S/N > 3
・no deboost
・> 0mJyの事前確率分布>95%
・計14天体(QSO 3つ)

450 & 850 天体
・<10arcsecで一致：8つ(うちQSO3つ)



結果：ナンバーカウント
(850 um)

コンプリートネス補正して評価
表6:QSO含めたもの
表7:QSO除いたもの



結果：ナンバーカウント(850 um)

SHADES(点線)との比較
・< 4mJyでSHADESに比べ超過。
・＞4mJyではSHADESとコンシステント。



結果：MIRカウンターパートと色

・全てのQSO、6割のSMGのMIRカウンターパート同定。
・QSOsはAGNライク(非熱的パワーロー)な色
・SMGsはULIRGライク(星成分、dust/PAH)な色

図の線は、Arp220(AGN host)とMrk231,NGC6240(ULIRG)の色進化



議論：星形成率

・850 um SMGsのflux distribution 3-10mJy
・星形成率 400-1300 Msun / yr

z>3のサンプル(Stevens +2003)との比較
・2つのextremely bright(S(850um) > 20mJy)@z>3
今回のサンプルのほうが低い星形成率である傾向。

結論

・サブミリで明るいTypical QSOsでもblank fieldに比べ、< 4mJy でoverdensityが見られた。
・統計的には言えないが、Low z, low powerful, radio quiet なAGN周囲のSMGは

low SFRの傾向。



Jiggle mappingの概念図(Holland+ 1999)
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